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代表挨拶

Mee

　我が社は先代の父・蔵本博通が昭和49年９月に母・
節子と共に二人で創業しました。創業時はまだ私は生
まれておらず、兄の専務が生後5ヶ月という大変な状
況下で会社を立ち上げました。
　元々は、私の祖父が蔵本工房（のちの大蔵実業）という
会社をやっており、父も母もそこで働いておりましたが、
その祖父の蔵本猪久郎がとんでもない破天荒な人で、
俗にいう発明家のような人だったそうです。なので、
会社の売上げもほとんど発明品への費用として消えて
しまい、両親は「働けど働けどわが暮らし楽にならず」
の状態だったそうです。それを見かねたある恩人の方が、
「あなたは別で会社を興して自分でやりなさい。私が
社長に話を付けてあげるから」と救いの手を差し伸べて
くれたことが創業のきっかけだったそうです。

　そこから、先代は夜寝る間も惜しんで働き、母も背中に
私たちを背負って先代を支えて必死で働き、今の大蔵
プロセスの礎を築いてくれました。そして気が付けば50年
が経過し、創業から半世紀を超える事ができました。
　先代の父親はひょうきんな一面と寡黙な職人の一面を
持ち合わせるまさにAB型という人でした。忙しい中でも、
たまに時間を作っては私たち兄弟３人と公園で遊んで
くれたのを今でも覚えています。
　先代に、病魔が襲い掛かったのが2000年頃でした。
病気が発覚した当時は私も兄もまだまだ未熟で、何も
判断が出来ないただの従業員だったため、先代は
すぐに治療を開始できず時間だけが経過していき、
結局肝臓がんまで進行してしまいました。ついに余命
宣告を受けてしまい、残された時間は１年から２年と
言われ、母親の肝臓を移植する生体肝移植という大
手術を受けることになりました。結果的に手術は成功し、
あと10年は生きられるとの言葉をもらった時の安堵
感は今でも覚えています。
　しかし、術後半年くらいで首の非常に悪い部位に
転移が見つかってしまい、本人の意思によって、「もう
手術はしない。家族にこれ以上迷惑を掛けたくない。
わしはもう十分人生を生きた」と言って2005年４月に
天国へと旅立っていきました。
　私が代表取締役に就任したのは、手術が成功した
すぐ後でした。私の年齢は当時30歳、ここから弟も
加わり兄弟３人が揃って力を合わせて、跡を継いでいく
スタートを切りました。

　先代が他界した事で、これまでのご縁やお仕事の
関係性が途切れてしまい、大幅に売り上げが減少する
のではないかと、ものすごい不安を抱える中で、兄弟
３人と長年うちを支えてくれている福本工場長の４人で、
まずは「現状維持」を最大の目標に掲げました。先代
の信用・信頼だけで成り立っていたと感じていたので、
現状維持が出来れば大成功だと皆で話をして、その目標
を達成するために必死で仕事に立ち向かいました。

　目標に掲げた「現状維持」を３年間達成することが
でき、2008年のリーマンショックもほぼ無傷で乗り越
えた事を機に、「成長」へと目標を変更。若いスタッフ
の集まりだった為、今度は「現状維持は衰退の一歩」と
考え、「まだ失敗してもいくらでも取り返せる、成長を目
指して結果が現状維持できていれば成功だ」と思い、
現在の大蔵プロセスの礎となる大型プリンターへの
設備投資を開始しました。
　現在掲げる経営理念「何事も一生懸命」という言葉は、
先代が創業当時に心にとめていた言葉です。只何事も
一生懸命に取り組むことで、周りにはたくさんの仲間が
集まり、多くの助けをいただけたと先代が私に教えて
くれました。何事も一生懸命に取り組む事で、皆様に

「安心と信頼」をしていただける会社をめざして現在も
様々な事に取り組んでおります。
　最後に、創業50年の節目を迎え、これからの未来を
見据えていくうえで、これからも沢山の困難が待ち受
けているかと思います。喫緊の課題は、やはり人材確
保の問題があります。人口減少が進む中、地方の中小
零細企業において、若手の人材採用は非常に大きな問
題になっています。
　気が付けば、あの若かったスタッフたちも一緒に年齢
を重ね、平均年齢40歳を超えてしまいました。

代表取締役　蔵本 泰靖
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右下が先代の父・博通。2005年4月に天国へ旅立った。

左が大蔵プロセスを長年支えてくれている福本工場長。

　これはあくまで私の理想ですが、現在のスタッフの
子供達が、社会人になったときに「大蔵プロセスで働
きたい」、スタッフの方から「うちの子供を大蔵プロセ
スの仲間に入れてほしい」と言ってもらえるような会社
を作る事が一番の理想だと思っています。
　お客様に「自社工場」のように思ってもらえるように
接し、「良い商品」を「確実な納期」でお客様にお届け
し、「安心と信頼」される企業をこれからも目指します。
そして、働く社員とその家族全員が大きな一つの大家
族として、豊かで幸せな人生を送る事を目指し、

大蔵プロセスの大切な仲間たちとの愉快な時間。
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広島市内にて大蔵プロセスとして創業
主に建築養生シートの印刷・デパートの懸垂幕などを製作する

本社工場を広島市安佐北区落合に移転する

資本金300万円にて、有限会社大蔵プロセスとなる
事業拡大に伴い、広島市安佐北区八木に印刷部門の工場を新設
大型印刷に特化し受注量も順調に増加する

事業拡大に伴い、八木(印刷)工場を拡張する

溶剤インクジェット機を導入し、設備の充実を図る

資本金を1000万円に増資
本社工場・八木(印刷)工場を統合・移転し本社新工場を広島市安佐北区深川に開設
事業の効率化を図るとともに、大型溶剤インクジェット機を導入し、さらに設備を充実させる

中型溶剤インクジェット機を導入する

大型溶剤インクジェット機を導入する

大型高速溶剤インクジェット機を導入する
大型ラテックスプリンターを導入し、地球環境に配慮した屋内外サインの製作を始める

昭和49年

平成元年

平成3年

平成8年

平成13年

平成16年

平成17年

平成19年

平成21年

1974

1989

1991

1996

2001

2004

2005

2007

2009

大型ラテックスプリンターを増設し、生産能力の増強を図る

高速UVプリンターを導入し、更なる生産能力の増強と他社との差別化を進める
本社工場の隣に第二工場を開設し、事業の拡大を進める

中四国初となる大型ラテックスプリンター（3.2ｍ）を導入し、幅広の案件にも対応可能となる

隣接地に新社屋の建設を行い、作業スペースと安全の確保、さらに作業の効率化を図る

中四国初となる新型ラテックスプリンターを導入
３Ｍ™ MCS™ 保証プログラムを取得
日本初導入のラテックスリジッド（板物）ダイレクトプリンターを導入

小型ラテックス機を増設

男性育児休業を初取得

経済産業者　事業継続力強化計画の認定を取得
西日本初導入となる新型UVプリンター(Canon Colorado1650)を導入

日本初導入となる新型UVプリンター(AGFA OBERON RTR3300LED)を導入
西日本初導入となる新型オートカット機(FOTOBA XLA-170)を導入

1974年の創業から50周年を迎える
日本初導入となる新型Latexプリンター (HP Latex 2700W)を導入
幅広ラミネーター機(EASY LITE AIR 1600)を導入

2011

2012

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2024

平成23年

平成24年

平成28年

平成29年

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和6年
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何事も一生懸命。
創業時からの心構えである

「只何事も一生懸命」という精神を忘れず

前向きに仕事に取組み

お客様に「安心と信頼」をされる企業を目指します

そして広島の街・日本中の街を彩る

素晴らしい広告物を製作する事で

社会の明るく華やかな街づくりに貢献します
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Deptment
部門紹介

S e c t i o n  1  /  D e p a r t m e n t  /  9

セクション1では、受注対応から

入稿されたデータのチェック、出力用データ作成、

大型インクジェット機での出力対応を行ないます。

8  /  D e p a r t m e n t  /  S e c t i o n  1

営業部門
見積応対
受注・発注処理
仕様確認
工程管理 など

経営管理部門
仕訳入力
給与計算
支払管理
売掛金・買掛金の管理 など

仕訳入力
給与計算
支払管理
売掛金・買掛金の管理 など

インクジェット部門①
データ作成作業
出力用データ作成
入稿データチェック など

インクジェット部門②
カラーマネージメント
カラーチャート合わせ
GMGカラーサーバー使用
縮小データ出力
現物最終色合わせ
出力データチェック
本製作出力 など
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塗画・加工部門
塗画（手書き）
ミシン縫製
ウェルダー加工
ハトメ打ち
加工後チェック
ラミネート加工
板物看板製作
木枠看板製作 など

Deptment
部門紹介

セクション2では、

出力された幕などをチェックし、

カット・加工・梱包・出荷を行ないます。

カット・梱包・出荷部門
加工前チェック
カット作業
レシプロカッター作業（板物カット）
外注加工後チェック
付属品確認
梱包作業
送り状対応
出荷・納品対応 など



Deptment
部門紹介

Thoughts
ロゴへの想い

シルク部門
データ作成作業
印刷原紙カット
シルク版制作
色調合
本刷り
乾燥
版洗浄・落版 など
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　　　セクション3では、最大版サイズ

　　1200×3800mmのシルク版があり、

手刷りでシルクスクリーン印刷を行ないます。

大蔵プロセスの50周
年ロゴには

という想いが込めら
れています。

これからも駆け抜け
る勢い

社会の明るく華やか
な　　

　　街づくりに貢献
する

広島の街・日本中の
街を彩る　　　

　　　素晴らしい広
告物を製作する
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Memory
50年の想い出

M e m o r y  /  1 91 8  /  M e m o r y

1981年　大蔵プロセス初の社員旅行。パートさん達と玉造温泉へ。

1991/1 玉造温泉ホテル松の湯にて。先代夫婦の貴重な2ショット。

1981年　出雲大社へ。

1991/5　熱海温泉へ社員旅行。左が先代社長。右が先代社長の姉 須磨子。 1999/9　2年連続の太邦㈱・㈲大蔵プロセス合同の赤穂・姫路社員旅行

1998/9　太邦㈱・㈲大蔵プロセス合同の京都社員旅行

1996年　社員旅行（チボリ公園）

先代社長

先代社長

先代社長

須磨子

第一期 神野さん

金髪社長

須磨子

節子

節子

社長

専務

部長

部長

第一期 中島さん



M e m o r y  /  2 12 0  /  M e m o r y

2004/9　和歌山社員旅行（先代 蔵本博通の最後の社員旅行）

2004/9　和歌山社員旅行

2006/1　香川社員旅行 2007/6　鹿児島社員旅行

2004年　本社新工場を開設

2007/6　鹿児島社員旅行

2013/7　石川社員旅行

2010/6　京都社員旅行2007年　岸工業㈱・㈲大蔵プロセス　合同ボーリング大会

第一期 中島さん

第一期 服部さん

岸社長



M e m o r y  /  2 32 2  /  M e m o r y

2014/7　韓国へ2泊3日の社員旅行

2016/4　花見後の二次会（ROUND1）

2015/12　大蔵忘年会（カラオケ ビッグ・ワン）

2016/7　沖縄へ2泊3日の社員旅行

2016/7　沖縄へ2泊3日の社員旅行

2016/4　花見（中央公園）

2015年　食事会2015/6　岸工業㈱・㈲大蔵プロセス　合同ボーリング大会

2015/7　佐賀社員旅行



2016/9　ホームページ用に社屋前で集合写真撮影

M e m o r y  /  2 52 4  /  M e m o r y
2018/1　亀崎神社にて初詣

2017/11　秋のデイキャンプ（もみのき森林公園）

2017/5　蔵本節子・池田須磨子 古希祝い

2017/7  小豆島社員旅行

2017/7  小豆島社員旅行　卓球大会

2016/8　新社屋地鎮祭2016/8　新社屋地鎮祭

2018/2  社長&部署飲み会2016/11  パート山田さん送別会（かに道楽）



2018/10　秋のデイキャンプ（平田観光農園）

2019/7　宮崎社員旅行

2018/4　三鬼サービス㈱・㈲大蔵プロセス　合同で花見（基町河川敷）

2019/4　花見　偶然のシマシマーズ2018/12　お歳暮分け分け会

2019/9  経営指針発表会 2019/10 秋のデイキャンプ（古民家カフェ）

M e m o r y  /  2 72 6  /  M e m o r y
2018/12　忘年会　チーム対抗戦で部署ごとに出し物勝負！ 各チーム、事前準備を綿密に行ない、本番ではどのチームも大成功を収めた。 2019/10  秋のデイキャンプ（古民家カフェ）



2020/2　大蔵 恵方巻き

M e m o r y  /  2 92 8  /  M e m o r y

2024/7　50周年を記念し3泊4日で石垣島へ社員旅行に。アートホテル石垣島にて、エイサー演舞で全員が踊るほど盛り上がった大宴会。

2024/6　佐伯国際アーチェリーランドにて2024/4　お花見企画としてピンクを身に付けて宴会。二次会はボーリングをした。

2023/12/24　クリスマスイブに開催された大蔵大忘年会。豪華景品が多数用意され、ビンゴや漫才、これは誰でしょうゲーム等で盛り上がった。

2024/1　亀崎神社にて初詣

2022/5　Zoom-Zoomスタジアムのラグジュアリーフロアにてカープ観戦。多くのスタッフが家族を連れて参加した。

2021/11　忘年会（鉄板焼どんとこ） 2023年　秋のデイキャンプ（緑化センター）

2020/1　新年会（巴里食堂） ※忘年会当日にインフル大流行で新年会に



3 0  /  F u t u r e

左記 QR コードからぜひご覧ください。

創業50周年を記念して
大蔵プロセスの紹介動画を作成しました。

〒739-1751 広島県広島市安佐北区深川八丁目4-42
TEL.082-842-0841　FAX.082-842-9131
https://okura-process.co.jp/

※この大蔵プロセス50周年記念誌と記念動画は、大蔵プロセスの社内スタッフが協力して、企画・写真撮影・制作を行ないました。

未来へ向けてFuture

次の50年も、共に歩む。

50周年 記念動画
Moe


